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【研究の概要等】  
本研究の目的は、東アジア－北西太平洋域を例に、アジア・モンスーンの変動とそれに伴う
偏西風蛇行モードの変化と、急激な気候変動の増幅、伝播の拘りを検証すると共に、間氷期に
おける現在より温暖な気候モードの存在とその実態、制御要因を解明する事にある。その為に、
1) 東アジア夏季モンスーン強度、日本海内の亜極前線位置、アムール川流出量、オホーツク海
における表層水温、塩分の時代変化、2) 東アジア冬季モンスーン強度、日本海上空における偏
西風軸位置、オホーツク海、ベーリング海、チュクチ海における海氷分布、ポリニア形成位置、
中層水の形成強度の時代変化、を最終間氷期以降について復元し、これらの相互関係を明らか
にする。特に最終間氷期および後氷期初頭に、現在よりも温暖な気候モードが存在した可能性
を検証して、その実態や、移行速度・移行様式を明らかにし、温暖な気候モードへのジャンプ
を引き起こすフォーシングや閾値についても解明する。そして、これらの結果を元に、氷期-
間氷期間での気候・海洋環境指標の相互関係、変動周期、振幅、変動様式の違いを比較検討す
る事により、急激な気候変動の増幅、伝播機構を解明する。  
 
【当該研究から期待される成果】  
この研究により、偏西風－夏季モンスーン－アムール川流出量－縁海の海洋環境、および偏
西風－冬季モンスーン－海氷・ポリニア－北太平洋中層水のリンケージが解明されると共に、
それらが、どの様にして急激な気候変動の増幅、伝播に拘っていたのか、現在より温暖な気候
モードでは、こうしたリンケージがどう機能するのかが明らかになると期待される。特に、現
在より温暖な気候モード下での北西太平洋域海洋環境はどの様だったのか、そうした状態への
ジャンプはどの程度急激だったのか、それらはどの様な要因により制御されていたのかを明ら
かにする事は、進行しつつある地球温暖化が北太平洋域にもたらす海洋環境変化を予測し、適
切に対処する上で有益な情報を与えると期待される。  
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